
科目名   観光リスクマネジメント  

担当教員   大井 達雄    

対象学年   2年   クラス   T1  

講義室     開講学期   前期  

曜日・時限   月５   単位区分   選択  

授業形態   講義   単位数   2 

準備事項    

備考    

授業の概要

リスクマネジメントとは，企業の価値を維持・増大していくために，事業に関連する様々なリスクを適切に管理する
活動を意味する。当然のことながら，観光産業も国内だけでなく，国際的な経済動向，事故，災害やテロなどの影響
を受けることもあり，適切なリスクマネジメントを行なう必要がある。本講義では，観光産業におけるリスクの種類
とその対策，または実際に危機が起こった場合の対処方法について，国内外の事例を紹介しながら習得することを目
的とする。  

授業計画

第１回 観光市場の変化とリスクマネジメント・危機管理の重要性
第２回 リスク・危機の概念とマネジメントの必要性
第３回 リスク・危機の概念・分類・範囲
第４回 リスクの認知・評価，診断
第５回 リスクマネジメントの手法・観光における特殊性
第６回 危機管理モデルの紹介（段階モデル・ライフサイクルモデルなど）
第７回 危機発生時のコミュニケーションの重要性・ICTの活用
第８回 情報収集と予測手法
第９回 マーケティング，メディア戦略
第１０回 行政・企業・地域の連携とネットワーク
第１１回 危機管理対応マニュアルの作成・効果
第１２回 自然災害発生時における事例
第１３回 疫病・事故発生時における事例
第１４回 内紛・テロリズム発生時における事例
第１５回 観光におけるリスクマネジメント・危機管理の展望  

到達目標 観光産業の特徴を理解しながら，同時にリスクマネジメントや危機管理の具体的な手法について習得することを目標
とする  

成績評価 試験，レポート，および出席点で評価する。基本的な点数配分として，期末試験70％，レポート20％，出席点10％を
予定している。  

教科書 安村克己編『危機管理論と観光』,くんぷる，2008年  

参考書 安村克己・遠藤英樹・寺岡伸吾編『観光社会文化論講義』，くんぷる，2006年  

履修上の注意・メッセージ くれぐれも欠席しないこと。欠席をした場合には，各自でフォローすること  

予習・復習の内容についての指示 基本的には，毎週新しいテーマについて学習することになるので，復習については各自でしっかり行うこと。  

シラバス関連 ＞ シラバス参照 ＞ シラバス検索 ＞ シラバス一覧 ＞ シラバス参照

 

タイトル「2014年度 観光学部シラバス」、フォルダ「2014年度 観光学部シラバス」
シラバスの詳細は以下となります。
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